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1- はじめに 

本書ではサーバ管理ューテイリテイ 「 ESMPRO / ServerAgent 」 のインストレーシヨンについて記述していま 
す。 

ESMPRO / ServerAgent は、本装置のハードディスクドライブに出荷時にインストール済みです。 

本書では「マニュアルインストール」時の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 のインストール手順を説巧します。 


1.1 .ソフトウエア使用条件 

ソフトウエアを使用するにあたって、ソフトウエアのご使用を件をお読みになり、その内容についてご確 
認ならびにご承諾〈ださい。 
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2 -セットアップを始める前(こ 

インストールならびにセツトアップの前に必ずお読み〈ださし、。 


2.1. 必要なパッケージの確認 

ESMPRO/ServerAgent を使用するためには、に必須パッケージー覧』に記載されているパッケージカ 《 必要 
です。 

インストールされていないパッケージがある場合は、インストールをも'願い致します。 


2.2 .サーバマネージメントドライバのインストール 

ESMPRO/ServerAgent を使用するためには、サーバマネージメントドライバをインストールする必要があり 
ます。 

インストール手順については、「サーバマネージメントドライバのセツトアップ」を参照して〈ださい。 


2.3. SNMP サー ビスの設定 

ESMPRO / ServerManager から監視する場合は、 SNMP 環境設定フアイル (/ etc / snmp / snmpd . conf ) を変更して 
コミュニティの権利を 「READ WRITE 」 が上に設定する必要があります。 



# Third, create a view 干 or us to let the group have rights to: 

# name inci/excl subtree mask (optionaI) 

view all incIuded .1 80 



# Finally ， 呂 rant the 呂 roup read-only access to the systemview view. 

# group context sec. model sec. level prefix read write not if 

access notConfigGroup any noauth exact all all none 

各設定内容の詳細につきましては、 SNMP のヘルプを参照してください。 
snmpd のヘルプは、が下のコマンドを実行することで確認することができます。 

井 man snmpd 
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2.4. ファイアウオールの設定 

ESMPRO / ServerManager から ESMPRO / ServerAgent 力《インストールされた装置を監視する場合、 jy •下のポー 
卜を利用して行います。お使いの環境でファイアウォールの設定をされる場合は、これらへのアクセスを 
許可する設定を行って〈ださい。 


■ ServerManager <=> Server Agent 間 


機能 

Manager 

方向 

Agent 

備考 

データビューァ/死ま監視 ( SNM 。 

不定 

— > 

<— 

161 /udp 

snmp 

マネージャ通報 ( SNMP ) 

162 /udp 

<— 

不定 

snmp-trap 

マネージャ通報 ( TCP/IP in Band ) 

31134 A 叩 

<— 

— > 

不定 


マネージャ経由エクスプレス通報 

31136 /tcp 

< — 

— >• 

不定 


Remote Wake Up 

不定 

— > 

10101 /udp 

magic packet 


※双方向のものは、上段の矢印が通信開始時のもので、下段は折り返しの通信を示します。 


※マネージャ通報 ( TCP/IP in Band ) で使用するポート番号は、通報の設定画面より変更することが 
できます。 

X 『不定』の箇所は通信開始時に未使用のポートを使用します。 

そのため、固定することはできません。 


■ ServerAgent <=> メールサーバ 間 


機能 

Agent 

方向 

メール 

サーバ 

備考 

ェクスプレス通報サービス 
(インターネットメ ーノレ） 

不定 

— > 

< — 

25 /tcp 

smtp 

—> 

4— 

110 /tcp 

po が 


XP 0 P before SMTP 対応バージヨンのエクスプレス通報サービスを導入している場合のみです。 
Linux 版では、 ESMPRO/ServerAgent 4.1.12-1 レ：>1降が対をとなります。 


■ ServerAgent <=> ServerAgent 間 
ESMPRO / ServerAgent は JiTF の内部ポートを使用しています。 

iptables を使ったパケットフイルタリング設定をする場合は、これらへのアクセスを許可する設定をお 
こなって〈ださい。 


機能 

ん一杳号 

プロトコル 

portmap 

111 

TCP 

111 

UDP 

ESMPRO/ServerAgent 

32767な上 

TCP 
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2.5. SELinux の設定 

ESMPRO / ServerAgent は snmpd を利用しています。 

SELinux 機能力 《 有効となっている場合は、お下のコマンドを実行し、 snmpd の制限を解除して〈ださい。 
巧 setsebool -P snmpd _ disable_trans 1 
/ etc / inIt . d/snmpd restart 

SELinux 機能の設定状況は、 sestatus コマンドを実行することで確認してください。 

「SELinux status :」 力《 「 enabled 」 と表示される場合、 SELinux 機能力 《 有効になっています。 

# sestatus -v 

SELinux status ： enabled ここをチェックしてください。 
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3 -セットアップ 

ESMPRO/ServerAgent を使用するためには、サーバマネージメントドライバをインス I ルする 
必要があります。 


3.1. サーバマネージメントドライバのセットアップ 

3.1.1. インストール 

1 ) root 権限のあるューザでログインする。 

2) 装置に添かされている EXPRESSEDILDER を DVD ドライブに挿入しマウントする。 

3) サーバマネージメントドライバが格納されているディレクトリへ移動する。 

# cd /( マウントポイント）/ XXX /1 nx / pp / svmdrv / 

サーバマネージメントドライバは、 EXPRESSBUILDER の XXX /1 nx / pp / svmdrv / 

配下に格納されています 
X XXX は、 EXPRESSBUILDER により異なります 

4) 上記ディレクトリ配下のインストールスクリプトを実行する。 

# sh rasi nst . sh 

5) アンマウントし、 EXPRESSBUILDER を取り出す。 

サーバマネージメントドライバは、 0 S 起動時に口ードされます。 

備考：上記ディレクトリが無い、あるいは、 EXPRESSBUILDER に格納されている。 

サーバマネージメントドライバが使用中の力ーネルパージョンに巧応し 
ていない場合、な下のサイトから、使用中の装置、力ーネルバージョン 
に対応したサーバマネージメントドライバをダウンロードしてください。 

http ：// www . express , nec . co . jp/l i nux/d I oad / esmpro / i ndex . html 

3.1.2. アンインス I ル 

1 ) root 権限のあるューザでログインする。 

2) サーバマネージメントドライバがインストールされているかどうか、 r 即コマンドで確認する。 

# rpm -q Iibnechwia 

# rpm -q Iibnechwmtr 

# rpm -q Iibnecipmi 

# rpm -q Iibnecsmbios 

# rpm -qa | grep necipmi 15 
甘 rpm -qa | grep necrasconf 
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X 装置によっては、インストールされていない rpm パッケージもあります。 


3) インストールされている場合、レ: TF の rpm コマンドで削除する。 
甘 rpm -e rpm 名 


X 手順2で確認した、インストールされている全ての r 卵パッケージを削除してください。 
necipmi 15 に関する rpm パッケージに依巧関係がある場合は、共に削除してください。 


3.2. ESMPRO/ServerAgent のセットアップ 

3.2.1. インストール 

1 ) root 権限のあるユーザでログインする。 

2) 装置に添付されている EXPRESSEDILDER を DVD ドライブに挿入しマウントする。 

3) ESMPRO / ServerAgent 力《格納されているディレクトリへ移動する。 

甘 cd /( マウントポイント)/ XXX /1 nx / pp / esmpro _ sa / 

ESMPRO/ServerAgent は 、 EXPRESSBU I LDER の XXX / lnx / pp / esmpro _ sa / 

配下に格納されています。 

X XXX は、 EXPRESSBUILDER により異なります。 

4) 上記ディレクトリ配下のインストールスクリプトを実行する。 

# sh esminst . sh 

5) アンマウントし 、 EXPRESSBU I LDER を取り出してから、システムを再起動する。 

# sync 

# reboot 



ESMPRO / ServerAgent から ESMPRO / ServerManager に通幸民を行うためロホ、巧起動後に「通幸民 
設定機能」で通報手段の設定を行う必要があります。通報手段の設定方法は EXPRESSBU I LDER 
に格納されている 「 ESMPRO / ServerAgent ユーザーズガイド」を参照してください。 


♦ esminst . sh で実行する処理について 

esminst . sh では、 lil 下の処理を実行します。 

1 ' snmpd の起動設定 

# /sb I n / chkconTi g —level 345 snmpd on 

2. portmap の起動設定 

# / sbin/chkconfig —level 345 portmap on 

3. ESMPRO/ServerAgent のインストール 

4. ESMPRO/ServerAgent の言語設定 (As i anux Server 3 のみ) 
ESMPRO / ServerAgent を日本語環境で動作するよう設定。 


3.2.2. アンインストール 


1 ) root 権限のあるユーザでログインする。 
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2) インストールされている ESMPRO/Server Agent のパッケージを rpm コマンドで確認をする。 

# rpm -qa |grep Esmpro 

パッケージ名の後ろの数字が/《ージョンとなります。 

また、パッケージ名の一部が type を表しています。 

が下の出力例の場合、バージョン 4.2 の type 3 がインストールされています。 
Esmpro - common -4.2. x-x 
Esmpro - Express -4.2. x-x 
Esmpro - type 3-4.2. x-x 

3) rpm コマンドでアンインストールする。 

- types がインストールされている場合 

巧 rpm -e Esmpro-typeS 
巧 rpm -e Esmpro-Express 

# rpm -e Esmpro-coimion 

# sync 

- type 1 がインストールされている場合 

# rpm -e Esmpro - type 1 

巧 rpm -e Esmpro-Express 

# rpm -e Esmpro-coimion 

# sync 
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4 - ESMPRO/SeiverAgent で樹共する機能 

ESMPRO/ServerAgent ではな下の機能を提供します。 

X お使いの装置によりサボート機能に違いがあります。 

1) ESMPR 0 /ServerManager 関連 

自動登録機能（オペレーシヨンウインド） 

死ま監視（オペレーシヨンウィンド） 

構成管理（データビューア） 

デ —タビューアのサポートッリー 

-ハードウェア 

■ システム 

- I / O デバイス 
-システム環境 
-ソフトウェア 
■ ネットワーク 
- BIOS 

■ 口一カルポーリング 
-スト レー ジ 

-ファイルシステム 
しきい値変更（データビューア） 

口一カルポーリング（データビューア） 

障害通報（アラートビューア） 

リモートシ ヤッ トダウン機能ヴラートビューア） 

巧監視機能 

CPU 負荷監視 
Syslog 監視 
ストレージ監視 
ファイルシステム監視 
LAN 監視 

ディスクアレイ監視 

温度監視 

電圧監視 

フアン監視 

雷原監視 

メモリ監視 

CPU 縮退監視 

0 S ストール監視 ( WDT ) 

ソフトウェア雷原スイッチ 
ESRAS ユーティリティ 

3) 通報機能 

Syslog 登録 
SNMP 通報 

TCP / 1 P 通報 （ I n - Band/Ou 卜〇卜 Band ) 
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5. 必須パッヶー:^賣 

ESMPRO / ServerAgent を使用するためには、 JiTF のパ、ジケージカ 《 必要です。 

インストールされていないパッケージがある場合は、インストールをお願い致します。 

パッケージロま依存関係がありますので、 「 Grp 1 一 Grp 2 一 Grp 3」 の順にインストールして〈ださし、。 

アーキテクチャ毎のパッケージカ 《 存在する場合は、 ESMPRO / ServerA 呂 ent をインストールする環境と 
同じアーキテクチャのパッケージな広張子前がアーキテクチャです)をインストールして〈ださい。 
例) net - snmp パッケージをインス I ^ールしたい場合 
IA 32 系： net - snmp-*-i 386. rpm 
EM 64 T 系： net - snmp -*- x 86_64. rpm 

elfuti Is-I ibelf-devel と elfuti Is-I ibelf - devel-static および elfuti Is-devel と 
elfutils - devel - static は相互依存のため、下のように同時にインス!^ールして〈ださい。 

IA 32 系： 

# rpm - ivh elfutiIs - devel -* i 386. rpm 

# rpm - ivh elfutiIs - Iibelf - devel -* i 386. rpm 
EM 64 T 系： 

# rpm - ivh elfutiIs - devel -* x 86_64. rpm 

# rpm - ivh elfutiIs - Iibelf - devel -*. x 86_64. rpm 
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Grpi 


eI tut I Is-11 be If-deveI 
elfutiIs-Iibe If-deveI-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
sqlite-devel 


Grp 2 


beecrypt-devel 
eIfutiIs-deveI 
elfutiIs-deveI-static 
lm_sensors 
net-snmp 
net-snmp-libs 
perl 

rpm-devel 
siang-deveI 
tcp wrappers 


Grp 3 


chkconfig 

compat-l i bstdc+^33 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp-deveI 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 

portmap 

sed 

slang 

tar 


Grpi 


Grp 2 


Grp 3 


elfutiIs-II be If-deveI 
elfutiIs-Iibe If-deveI-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
sqlite-deveI 


beecrypt-devel 
eIfutiIs-deveI 
elfutiIs-deveI-static 
lm_sensors 
net-snmp 
net-snmp-libs 
perl 

rpm-devel 
siang-deveI 
tcp wrappers 


chkconfig 
compat-libstd が 
gl ibc 

initscripts 
I i bstdc-H- 
net-snmp-deveI 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 

portmap 

sed 

slang 

tar 


-296 


•XRHEL5.2 に含まれる net-snmp パッケージ 瓜 3.1-24.el 日)には、メモリリークカ 《 発生する問題があります。 

問題力 《 発生しない ne 卜 snmp パッケージに戻すことで、問題を回避できます。 

Red Hat Network よりが下のパッケージをダウンロードいただき、 net-snmp をバージョンダウンしてください。 

• x86 の場合 

- net-snmp-5.3.1-19. el5J.4. i386. rpm 
- net-snmp-deve I -5.3.1-19. e 15J. 4. i 386. rpm 
- net-snmp-l ibs-5.3.1-19. el5J.4. i386. rpm 
- net-snmp-ut i I s-5.3.1-19. e 15_1.4. i 386. rpm 
- EM64T の場合 

- net-snmp-S . 义 1-19. el5J.4. x86_64. rpm 
- ne1:-snmp-devel-5.3.1-l9.el5_l.4. i386. rpm 
- net-snmp-deve I-5.3.1-19. el5J. 4. x86_64. rpm 
- net-snmp-l ibs-5.3.1-19. el5J.4. i386. rpm 
- net-snmp-l ibs-5.3.1-19. el5J.4. x86_64. rpm 
- net-snmp-ut i I s-5.3.1-19. el5J. 4. x86_64. rpm 

バージョンを戻すことになるため、適用の際はが下のオプション指定で、 rpm コマンドを実行してください。 

# rpm -Uvh —oldpackage * rpm 


ESMPRO/ServerAgent 必須パツケージー覧 (Red Hat Enterprise Linux 5 を） 

Red Hat Enterprise Linux 5.2 

IA 32 をパッケージ名 (* *. i 386. rpm ) EM^T パッケージ名 (*. x 86_64. rpm ) 


\ 1 / \ 1 / \ 1 / \ 1 / \ 1 / \ 1 / 

2 2 2 2 2 2 
c c c c c c 


w w w w w w 


\]/ \]/ \]/ \ 1 / \ 1 / \J/ \J/ \ 1 / \ 1 / \J/ 

344241 — 1 — 321 — 
cccccccccc 




\]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ 

CO LO CO 

ccccccccccccc 

sssssssssssss 

ddddddddddddd 

/ _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ 


Xu/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ 

2 2 2 2 2 2 

c c c c c c 

s s s s s s 

d d d d d d 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 


\)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ Xu/ \)/ \)/ Xu/ 

23324 -I — ^ — 2 2 ^ — 

cccccccccc 

ssssssssss 

dddddddddd 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 


Xu/ \)/ Xu/ \)/ Xu/ \)/ \)/ Xu/ \)/ Xu/ \)/ \)/ \)/ 

csj 

ccccccccccccc 

sssssssssssss 

ddddddddddddd 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 
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chkconfI g 

compalH i bstdc+^296 
呂 I ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-devel 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


elfutiIs-1 1 be If-deveI 
elfutiIs-Iibe If-deveI-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
sqlite-deveI 


Grpl 


elfutiIs-II be If-deveI 
elfutiIs-Iibe If-deveI-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
sqlite-deveI 


Grp2 


beecrypt-devel 
eIfutiIs-deveI 
elfutiIs-deveI-static 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
net-snmp-Iibs 
perl 

rpm-devel 
tcp wrappers 


Grp3 


chkconfig 
compat-libstdc+ 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-devel 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


-33 


beecrypt-devel 

(di sc2) 

e I fut I I s-deveI 

(di sc3) 

elfutiIs-deveI-static 

(di sc3) 

Iibtermcap-devel 

(di sc2) 

lm_sensors 

(di sc2) 

net-snmp-Iibs 

(disci) 

perl 

(disci) 

rpm-devel 

(di sc2) 

tcp wrappers 

(disci) 


Grpl 


Grp2 


Grp3 


Red Hat Enterprise Linux 5.1 

IA32 系パッケージ名片 .i386.rpm) ® 三 ; eM64T 系パッケージ名片 .x86_64. rpm) 


\)y \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)y \)/ \)y \)/ \ 11 / 

1 — 0/^ 1 — 1 — 1 — 〇〇 〇〇 〇〇 1 — 0/^ 1 — 1 — 1 — 0/^ 1 — 
CCCCCCCCCCCCCCC 
SSSSSSSSSSSSSSS 

ddddddddddddddd 

' -, ' - . /_\ '-w \ '-w \ ' - . '-w \ /―, /_\ ' -, /― . /_\ /_\ ' \ /_\ 


\}/ \}/ \)/ \)/ \)/ \)/ 

2 2 2 2 2 2 

C C C C C C 

S S S S S S 

d d d d d d 



\)/ \)/ \ 1 |/ \ 1 |/ \ 1 |/ \)/ 
2 2 2 2 2 2 
C C C C C C 


妇 W W W W W 


\1|/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ 

344221 — 1 — 31 — 

CCCCCCCCC 




\)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \ 1 |/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ 

〇〇 ^1 ^1 ^1 ox- 0 /- ^1 
CCCCCCCCCCCCCCC 
SSSSSSSSSSSSSSS 

ddddddddddddddd 

/ _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ 
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Grp 2 beecrypt-devel 

eIfutiIs-deveI 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
rpm-devel 
Grp 3 chkconfig 

compat-l i bstdc - H -33 
gl ibc 

initscripts 
I i bstdc-H- 
net-snmp 
net - snmp-deveI 
net - snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


Grp 2 beecrypt-devel 

eIfutiIs-deveI 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
rpm-devel 
Grp 3 chkconfi 呂 

compat-l ibstdc +^296 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc ++ 
net-snmp 
net - snmp-deveI 
net - snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


Grp 2 beecrypt-devel 

eIfutiIs-deveI 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
rpm-devel 
Grp 3 chkconfig 

compat-l i bstdc-H-33 
gl ibc 

initscripts 
I ibstdc ++ 
net-snmp 
net - snmp-deveI 
net - snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


Grp 2 beecrypt-devel 

eIfutiIs-deveI 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
rpm-devel 
Grp 3 chkconfi 呂 

compat-l ibstdc +^296 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc ++ 
net-snmp 
net - snmp-deveI 
net - snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


Red Hat Enterprise Linux 4. 6 

IA 32 系パッケージ名（ち i 386. rpm ) 


Grpi 


elfutiIs 

elfutiIs-Iibe If-deveI 


CD f ィスク 


(di sc 2) 
(di sc 5) 


EM 64 T をパッケージ名 (*. x 86_64. rpm ) 


Grp 1 


eIfutiIs 

elfutiIs-Iibe If-deveI 


CD f ィスク 


(di sc 2) 
(di sc 5) 


ESMPRO/ServerAgent 必須パッケージー覧 (Red Hat Enterprise Linux 4 を） 

Red Hat Enterprise Linux 4. 7 


IA 32 系パッケージ名片 . i 386. rpm ) 


Grpi 


elfutiIs 

elfutiIs-Iibe If-deveI 


Df ィスク 


(di sc 2) 
(di sc 4) 


EM 64 T 系パッケージ名 (♦. x 86_64. rpm ) 


Grpi 


eIfutiIs 

elfutiIs-Iibe If-deveI 


CD f ィスク 


(di sc 2) 
(di sc 5) 


\)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \ 1 l/ \ 1 l/ \ 1 l/ \ 1 l/ \ 1 l/ \ 1 l/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \ 1 l/ \)/ \ll/ 

55324222222552422242 

cccccccccccccccccccc 

ssssssssssssssssssss 

dddddddddddddddddddd 

/ _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ 


Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ \)/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ \)/ 

55323242222542322232 

cccccccccccccccccccc 

ssssssssssssssssssss 

dddddddddddddddddddd 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ / _ \ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ / _ \ /(\ /(\ / _ \ / _ \ /(\ / _ \ 


\]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \1/ \1/ \1/ \1/ \1/ \1/ \1/ \1/ \1/ \1/ \]/ \1/ \1/ \1/ 

55324222222552422242 

cccccccccccccccccccc 

ssssssssssssssssssss 

dddddddddddddddddddd 

/ _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ 


Xu/ \)/ \)/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ \)/ Xu/ \)/ \)/ \)/ \)/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ Xu/ 

44323242222542322232 

cccccccccccccccccccc 

ssssssssssssssssssss 

dddddddddddddddddddd 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ / _ \ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ / _ \ /(\ /(\ / _ \ / _ \ /(\ / _ \ 
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beecrypt-devel 
eIfutiIs-deveI 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
rpm-devel 
chkconfig 

compat-l i bstdc-H-33 
gl ibc 

initscripts 
I i bstdc-H- 
net-snmp 
net-snmp-deveI 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


beecrypt-devel 
eIfutiIs-deveI 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
rpm-devel 
chkconfi 呂 

compalH i bstdc+^296 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-deveI 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


e I fut i I s (di sc2) 

elfutiIs-Iibelf-devel (disc5) 


elfutiIs (disc2) 

elfutiIs-Iibelf-devel (disc4) 


Grp1 


Grp2 


Grp3 


Grpi 


Grp2 


Grp3 


Red Hat Enterprise Linux 4.5 

IA32 をパッケージ名（ち i3 挑 . rpm) 


EM64T あパ ' ジケージ名 (*. x86_64. rpm) 


CD f ィスク 
觀 


\)/ \)/ \)/ \1|/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \1|/ \)/ \)/ \1|/ \)/ \1|/ \)/ \)/ \)/ \)/ 

55323222222542322232 

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCC 

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 

dddddddddddddddddddd 

/ _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ / _ \ 


\—/ \—/ \—/ \—/ \—/ 

4 4 3 2 3 

C C C C C 

5 S S S S 

d d d d d 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 


\ —/ \ —/ \ —/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ 

242222542322232 

CCCCCCCCCCCCCCC 

SSSSSSSSSSSSSSS 

ddddddddddddddd 

/(\ /(\ / _ \ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ / _ \ /(\ /(\ / _ \ / _ \ /(\ / _ \ 
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Grpi 


Grp2 


Grp3 


elfutiIs-Iibelf-devel 
elfutiIs-Iibelf-devel-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
Iibsysfs 
sqlite-deveI 


beecrypt-devel 
eIfutiIs-deveI 
elfutiIs-deveI-static 
lm_sensors 
net-snmp-libs 
rpm-deveI 


chkconfig 
compat-libstd が 
gl ibc 


-296 


elfutiIs-Iibelf-devel 
elfutiIs-Iibelf-devel-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
Iibsysfs 
sqlite-deveI 


Grp3 


chkconfIg 

compat-l ibstdc+^33 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-deveI 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

slang-devel 

tar 


Grpi 


Grp2 


Grp3 


elfutiIs-Iibelf-devel 
elfutiIs-Iibelf-devel-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
Iibsysfs 
sqlite-deveI 
beecrypt-devel 
eIfutiIs-deveI 
elfutiIs-deveI-static 
lm_sensors-2.10.0-3.1.2AXS3 
net-snmp-libs 
rpm-deveI 


chkconfig 
compat-libstd が 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-deveI 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


-296 


Grpi 


elfutiIs-Iibelf-devel 
elfutiIs-Iibelf-devel-static 
elfutiIs-Iibs 
Iibselinux-deveI 
Iibsepol-devel 
Iibsysfs 
sqlite-deveI 


beecrypt-devel 

(di sc2) 

elTutiIs-deveI 

(di sc2) 

elfutiIs-deveI-static 

(di sc2) 

lm_sensors 

(di sc2) 

net-snmp-libs 

(disci) 

rpm-deveI 

(di sc2) 

chkconfig 

(disci) 

compat-l ibstdc+^33 

(di sc2) 

gl ibc 

(disci) 


Grp2 beecrypt-devel (disc2) 


elfutiIs-deveI (disc2) 
elfutiIs-deveI-static (disc2) 
lm_sensors (disc2) 
net-snmp-libs (disci) 
rpm-deveI (disc2) 


As Ianux Server 3.0 

IA32 をパッケージ名知 .i386. r 卵） 


EM64T をパッケージ名 (*. x86_64. rpm) 


CD テ’イスク 


ESMPRO/ServerAgent 必須パ、ジケージー覧 (Asianux Server 3 を ) 

Asianux Server 3.0 SP1 


IA32 系パッケージ名（ち i386.r 町!） 


EM64T をパッケージ名 (*. x86_64. rpm) 


CD f ィスク 
照 


帥 


2 

か 


3 

か 


\)/ \ 1 |/ \ 1 |/ \ 1 |/ \ 1 |/ \ 1 |/ \ 1 |/ 
2 2 2 2 2 2 2 
C C C C C C C 


W W W W W W W 


\)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ 

2 3 3 2 1 — 3 

C C C C C C 


W W W W W W 


1— 21— 
C C C 
S S S 

d d d 


\)/ \}/ \)/ \}/ \)/ \}/ \lly 
2 2 2 2 2 2 2 
C C C C C C C 
S S S S S S S 

d d d d d d d 

' — .' — .' — .' — .' — . /_\ /_\ 


\)y \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \lly 

1— 0 /^ 1— 1— 1— 0 /^ 〇〇 0 /^ 1— 〇〇 1— 1— 1— 0 /^ 1— 
CCCCCCCCCCCCCCC 
SSSSSSSSSSSSSSS 

ddddddddddddddd 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 


\]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \1/ \1/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ 

222222223 32 ^— 3 

CCCCCCCCCCCCC 

SSSSSSSSSSSSS 

ddddddddddddd 

/—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ /—|\ 


\]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ 

CVl CO CO CO cvi cvi 

CCCCCCCCCCCCCCC 

SSSSSSSSSSSSSSS 

ddddddddddddddd 

/flv /—l\ /1\ /Iv /Iv /Iv /Iv /Iv /1\ /—l\ /—l\ /1\ /1\ /lx /lx 


\}/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ N)/ 
2 2 2 2 2 2 2 
c c c c c c c 
s s s s s s s 

d d d d d d d 

' — .' — .' — .' — .' — . /_\ /_\ 
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Grp3 


chkconfIg 

compat-l i bstdc+^33 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-devel 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

slang-devel 

tar 


Grp3 


chkconfIg 

compat-l ibstdc-H-296 
gl ibc 

initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-devel 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-deveI 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

slang-devel 

tar 


initscripts 
Iibstdc++ 
net-snmp 
net-snmp-devel 
net-snmp-utiIs 
newt 

newt-deveI 
portmap 
sed 
slang 

siang-deveI 
tar 


[5«1ド30/561"乂6广ん€6化必須パッケ_ジー覧(1«11^1£ LINUX V 4 系) 

MIRACLE LINUX V4 SP2 

I A 。。 で .• 。一 . パ々/ ム：。 OC 、 CD テイスク ri |" T で .• 。一.し パ々/ ム " 〇。 


IA32 をパ、ジケージ名（ち i386.rpm) 


EM64T をパツケージ名 (*. x86_64. rptn) 


Grpi 


eIfutiIs 

elfutiIs-Iibelf-devel 


(di sc2) 
(di sc2) 


Grp1 


eIfutiIs 

elfutiIs-Iibelf-devel 


D テ•イスク 


(di sc2) 
(di sc2) 


Grp2 


elfutiIs-devel 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
net-snmp-Iibs 


(di sc2) 
(di sc2) 
(disci) 
(disci) 


Grp2 


eIfutiIs-deveI 
Iibtermcap-devel 
lm_sensors 
net-snmp-Iibs 


(di sc2) 
(di sc2) 
(disci) 
(disci) 


\)/ \)/ \)/ \)/ Xu/ Xu/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ Xu/ \)/ \)/ 

1 3 .1111 2 2 1 2 111 2 1 
ccccccccccccccc 
sssssssssssssss 

ddddddddddddddd 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 


\]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \1/ \J/ \1/ \J/ \J/ \J/ \1/ \J/ 

cvl cvl csl csl cvl 

ccccccccccccccc 

sssssssssssssss 

ddddddddddddddd 
/—l\ /—l\ / 1 \ /—l\ /—l\ /—l\ /—l\ /Iv / 1 \ /Iv /Iv / 1 \ / 1 \ /lx /II\ 


\}/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ \)/ Xu/ 

1 . — 2 3 2 .— 3 . — . — — 21 

CCCCCCCCCCCC 

SSSSSSSSSSSS 

dddddddddddd 

/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 


\]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \]/ \1/ \J/ \J/ \J/ \1/ \J/ 

1 — 1 — 3331 — 21 — 1 — 1 — 21 — 

CCCCCCCCCCCC 
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氏補題娜 

■ ESMPRO / ServerAgent の syslog へのメ ツセー ジ出力言語について 

ESMPRO / ServerAgent の syslog へのメツセージ出力を英語で出力する場合は、お下を実施してください。 

参 Asianux Server 3/ Asianux Server 3 SP 1 の場合 


ESMPRO / ServerAgent 関連のレ: I 下のシェルの記載内容を下記のように修正をしてください。 
(修正前） 

export LANG 二 ja _ JP . UTF -8 
(修正後） 

export LANG 二 en _ US . UTF -8 


/ etc / init . d/ESMamvmain 
ESMcmn 
ESMfilesys 
ESMIan 
ESWknlx 
ESMntserver 
ESMpowsw 
ESMsmsrv 
ESMstr 呂 
ntagent 


•その他の OS の場合 


ESMPRO / ServerAgent 関連のが下のシェルの最初の行に 、 「export LANG = en _ USj の1行を 
追力□してくださし、。 

/ etc / init . d/ESMamvma i n 
ESMcmn 
ESMfilesys 
ESMIan 
ESWhilx 
ESMntserver 
ESMpowsw 
ESMsmsrv 
ESMstr 呂 
ntagent 

/ opt / nec / esmpro _ sa / Din/ESMRestart 
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